
 

令和７年５月14日                              

観     光     庁 
 

デジタルノマドの誘客に先駆的に取り組む  
モデル実証５事業を選定しました 

～質の高い消費と投資を呼び込むためのデジタルノマド誘客促進事業(調査事業)～      

 

 近年、国際的なリモートワーカー (デジタルノマド )の市場が世界的に急成長してお

り、長期滞在による地域消費の拡大、ビジネスの経済効果が期待できることから世界各国

が誘致に向けた専用ビザを発給しており、我が国においてもデジタルノマド誘致に向けた

在留資格を令和６年４月１日に施行しました。 

観光庁では、このようなデジタルノマドの誘客に向け、デジタルノマドの特性・ニーズ

を踏まえた受入体制の構築、滞在プログラムの造成等に取り組む実証事業を実施すること

としております。 

この度、令和７年３月３日から４月11日にかけて行った公募について、有識者による審

査を経て、５事業を選定しましたので、お知らせします。 

 

採択事業（５事業） 

  

 【問合せ先】観光庁 観光地域振興部 観光資源課  担当：安部(27-819)、大塚(27-808) 
 電話：03-5253-8111(代表)  03-5253-8924（直通）  
電子メール： hqt-digitalnomad★ki.mlit.go.jp  

 （送信の際は「★」記号を「＠」記号に置き換えてください。） 


